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四
月
二
十
日
、
都
農
町
で
家
畜
伝
染
病
口
蹄
疫
（
こ
う
て
い
え
き
）
に
感
染
し
た
疑
い
の
あ
る
牛
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。日
本
国
内
お
よ
び
宮
崎
県
で
は
平
成
十
二
年
三
月
以
来
と
な
る
口
蹄
疫
の
発
生
で
し
た
。

そ
の
後
、
川
南
町
、
え
び
の
市
、
高
鍋
町
、
新
富
町
へ
と
感
染
は
南
下
し
、
五
月
十
八
日
に
は
宮
崎
県
が

非
常
事
態
を
宣
言
。
こ
の
よ
う
な
中
、
さ
ら
に
木
城
町
、
西
都
市
へ
と
感
染
が
拡
大
、
六
月
に
は
宮
崎
県

内
の
新
た
な
四
市
町
で
感
染
が
確
認
さ
れ
、
宮
崎
県
を
は
じ
め
、
ま
さ
に
日
本
全
体
の
畜
産
業
や
社
会

情
勢
を
揺
る
が
す
深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

高
鍋
町
で
は
、
五
月
十
五
日
の
宮
崎
県
家
畜
改
良
事
業
団
で
の
発
生
を
受
け
、
関
係
機
関
の
協
力
の

も
と
懸
命
の
防
疫
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、感
染
農
場
は
二
十
六
カ
所
に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
六
月
二
十
四
日
に
は
感
染
・
感
染
疑
い
家
畜
分
、
六
月
三
十
日
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
家
畜
の
殺

処
分
と
埋
却
を
終
え
、
高
鍋
町
内
の
牛
や
豚
な
ど
の
偶
蹄
類
は
、
ほ
ぼ
姿
を
消
す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
鍋
を
襲
っ
た
口
蹄
疫

　
　

  

～
姿
の
見
え
な
い
非
情
な
敵
～

口蹄疫による
高鍋町内の処分家畜頭数

①感染・感染疑い家畜
・牛� 　　１３, ８６１頭
・豚� 　　１１, ５７１頭
・ヤ ギ� 2 頭

計：２５, ４３４頭

②ワクチン接種家畜
・牛� 　　　１, ８０９頭
・豚� 　　　４, ０３１頭
・ヤギ� 　　　 　３７頭
・イノシシ� 　　 １７頭

計：　５, ８９４頭

③殺処分家畜総数
・牛� 　　１６, ０７３頭
・豚� 　　１７, ５４９頭
・ヤギ� ３９頭
・イノシシ　� 　 １７頭

計：３３, ６７８頭  
※ワクチン接種後の家畜の異動（出産・死亡）
　があり、①＋②＝③にはなりません。

　口蹄疫が都農町で発生したとき、正直、危機感を持っていませんでした。１０年前
がすぐ収まっていましたから…。でも、高鍋の１例目発生地周辺から新富へ感染が飛
んだときはショックでしたね。そして、５月２１日にはとうとううちでも感染疑いの牛が�
出て６月５日に全頭殺処分・６日に埋却。処分までの期間、感染した牛の状態が悪く、見て
いるのが本当につらかったですね。こんなことは、二度とあってはいけません。
　自宅そばの牛舎裏の埋却地には、私が好きなアジサイを２０本ほど植えました。ここにはい
ずれ畜魂碑を建てたいと思っています。
　私は、うちの防疫措置が終わり、殺処分が必要な繁殖農家へ作業の手伝いに行きました。�
そこで見たもの…それは、私たち肥育農家では経験し得ない本当に悲惨な場面でした。こ
のことを多くの皆さんに知ってもらい、口蹄疫について理解をしてほしいと思うのです。�
　Ａ農場には、もうすぐ出産を控えている母牛がいました。この牛はすでにワクチン接種�
が済んでおり、その日は殺処分の日。そして、とうとうそのときが…。母牛はもう息�
絶えているのに、そのおなかは動いていました。「ボクは元気だよ」と訴えているかの�
ように…。しかし、この子牛は生まれることなく、母牛の子宮の中で静かに眠りについたのです。
　埋却地では、殺処分されたばかりの母牛が埋却のため吊り上げられたとき、破水して�
子牛が生まれた場面があったと聞きました。その子牛は、有無を言わさず殺処分…。�
惨いです。
　牛は何も言いませんが、別れを察するのか最後は寂しげな声で鳴くのです。家族は、無念さ・
悔しさなど言葉にはならない気持ちがいっぱいで、とてもその声は聞けません。
　私は、落ち着いたら肥育農家としてまた頑張ろうと思っています。他の農家にも�
「またやっど（始めるぞ）！」と声をかけています。負けません。

●口蹄疫の感染のため、飼育していた牛１１８頭の殺処分・埋却を経験した坂本地区の金崎均さん（児湯農協肥育部会長）
　が、今回の口蹄疫の悲惨さや畜産農家の無念さを静かに語ってくれました。

牛
舎
に
祭
壇
を
作
り
、

花
を
手
向
け
る
奥
さ
ん

空っぽになった牛舎
奥には埋却地がある

埋
却
地
に
は
ア
ジ
サ
イ

が
植
え
ら
れ
た

処分場所に運ばれてきた牛たち

重機による埋却作業

埋却のための大きな穴

特 集
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高鍋町での口蹄疫発生から２カ月・・・

特集　高鍋を襲った口蹄疫

高鍋町１例目発生に伴う災害対策本部会議
（５月１５日）

高鍋町１例目発生場所付近消毒ポイント
（５月１５日）

山田農林水産副大臣（当時）来町
（５月１８日）

ワクチン接種作業に向かう家畜防疫員
（５月２４日）

関係市町村長会議
（６月３日）

篠原農林水産副大臣（写真右）来町
（６月１４日）

ワクチン接種家畜殺処分前に家畜防疫員へ
町長があいさつ（６月２７日）

ワクチン接種家畜埋却作業に向かう作業員
（６月２７日）

ワクチン接種家畜殺処分実施
（６月２７日）

たい肥封じ込め
（～８月４日）

写真で見る町内の状況

国道１０号（俵橋付近）
車両用消毒マットによる全車両消毒

役場正面玄関
（役場出入口はすべて消毒マットを設置）

高鍋町施設の利用制限

（美術館をはじめ、町の施設はすべて利用不可と

なり、さまざまなイベントや大会が中止や延期と

なった。また、少年団活動の自粛や中体連の延

期など子どもたちの生活にも大きな影響を及ぼ

した）

町内スーパーや商店街でも消毒マットを 
設置し、まん延防止に努めた

町の玄関口「高鍋駅」
ここでもまん延防止策が取られた
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引き続き高鍋町口蹄疫対策義援金へのご支援をお願いします
【現金持参】高鍋町役場政策推進課（２階）で受け付け

【口座振込】
　①高鍋信用金庫　本店　（普）１３５４６１５

　②宮崎銀行　高鍋支店　（普） 　１１７９６５

　　口座名義　「高
たかなべちょう

鍋町家
かちくぼうえき

畜防疫対
たいさくほんぶ

策本部　対
たいさくほんぶちょう

策本部長　高
たかなべちょうちょう

鍋町長　小
お ざ わ

澤 浩
こういち

一」

　③ゆうちょ銀行　

　　・０１７３０－６－１４８６５７（ゆうちょ銀行・郵便局から振り込む場合）

　　・一七九店　当座　０１４８６５７（他金融機関から振り込む場合）

　　口座名義　「高
たかなべちょう

鍋町家
かちくぼうえき

畜防疫対
たいさくほんぶ

策本部」

「
高
鍋
町
口
蹄
疫

　
対
策
義
援
金
」
へ

多
く
の
善
意
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す

寄
付
者
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

※
口
座
振
込
に
よ
る
寄
付
は
、
通
帳
の
標

　

記
の
ま
ま
掲
載
。

　
　
　
　
　
（
六
月
三
十
日
受
付
ま
で
）

【
個
人
】

▽
ヨ
シ
ム
ラ
ア
イ
コ
▽
ア
ラ
ア
キ
シ
ヨ
ウ

コ
▽
カ
ネ
ダ
ユ
ミ
コ
▽
武
田
富
美
夫
▽
ヒ

ラ
カ
ズ
ヒ
デ
▽
ウ
エ
ノ
ヒ
ロ
コ
▽
副
島
幹

▽
ヤ
マ
モ
ト
ム
ツ
ヒ
ロ
▽
タ
カ
ミ
ヤ
エ
イ

ス
ケ
▽
ア
ク
タ
ヒ
サ
オ
▽
ノ
セ
ノ
リ
オ
▽

ワ
キ
モ
ト
ジ
ユ
ン
イ
チ
ロ
▽
大
野
剛
▽
岩

切
敏
健
▽
和
田
鈴
子
▽
柳
田
せ
い
子
▽
黒

木
三
夫
▽
コ
ウ
ザ
イ
ノ
リ
コ
▽
ト
ダ
カ
ア

キ
ラ
▽
ハ
マ
ダ
マ
サ
オ
ミ
▽
ヒ
ダ
カ
シ
ゲ

コ
▽
マ
エ
ダ
フ
ミ
ヒ
ロ
▽
コ
ン
ド
ウ
ミ
ノ

ル
▽
オ
オ
ク
ボ
ヨ
シ
ヒ
ロ
▽
ヤ
マ
サ
キ
エ

イ
ゾ
ウ
▽
ト
ヤ
マ
ハ
ツ
エ
▽
ミ
ズ
マ
チ
マ

ユ
ミ
▽
オ
イ
カ
ワ
マ
ユ
ミ
▽
ウ
チ
ヤ
マ
ダ

サ
ヤ
カ
▽
バ
バ
フ
ユ
コ
▽
中
里
祐
二
▽
堀

良
通
▽
橋
口
ヒ
サ
子
▽
脇
本
和
子
▽
タ
カ

ハ
シ
リ
ヨ
ウ
ス
ケ
▽
ツ
ジ
カ
ズ
オ
▽
多
田

稔
▽
鈴
木
淳
子
▽
永
友
幸
子
▽
杉
タ
ミ
▽

山
下
小
衣
子
▽
ト
ノ
オ
カ
ク
ミ
コ
▽
コ
ン

ド
ウ
ユ
ミ
▽
カ
ワ
ノ
ア
キ
▽
マ
エ
ニ
シ
キ

ミ
コ
▽
ホ
ン
ダ
ユ
キ
▽
カ
タ
ギ
リ
エ
リ
コ

▽
西
田
恵
美
▽
イ
ナ
ヨ
シ
ミ
チ
ヨ
▽
宇
田

津
英
二
郎
▽
本
溜
あ
や
子
▽
ノ
ム
ラ
ヨ
シ

ミ
▽
サ
ン
ジ
ト
モ
コ
▽
山
下
智
▽
ウ
エ
カ

リ
ヤ
ヨ
ウ
コ
▽
ナ
カ
ヤ
マ
ス
エ
ユ
キ
▽
前

田
郁
夫
▽
黒
木
康
博
▽
黒
木
智
惠
子
▽
佐

藤
健
次
▽
永
友
保
則
▽
坂
田
耕
作
▽
萱
嶋

稔
▽
田
中
隆
吉
▽
安
藤
優
▽
タ
テ
コ
ウ
フ

ミ
コ
▽
カ
ツ
キ
セ
ツ
コ
▽
マ
ツ
ダ
キ
ク
コ

▽
柄
本
和
雄
▽
松
本
悦
子
▽
小
森
志
伸
▽

柚
木
蕯
男
▽
池
庄
司
裕
子
▽
秋
月
種
高
・

敬
子
▽
住
田
啓
子
▽
カ
ト
ウ
ヒ
サ
ユ
キ
▽

マ
ス
ダ
ト
ヨ
ミ
▽
福
田
富
義
▽
柳
川
幸
雄

▽
伊
藤
幸
治
▽
中
尾
和
代
▽
ト
ヤ
マ
ハ
ル

ミ
▽
原
田
洋
子
▽
貫
井
保
利
▽
増
永
光
子

▽
五
嶋
正
利
▽
稲
田
由
香
里
▽
佐
藤
明
範
・

新
一
郎
▽
カ
ワ
ノ
ナ
ツ
ミ
▽
馬
田
英
隆
▽

新
宮
法
枝
▽
新
宮
薫
▽
東
啓
三
▽
桂
直
美

▽
平
木
重
幸
▽
井
上
ミ
ナ
コ
▽
黒
田
孝
士
・

幸
子
▽
馬
渕
秀
子
▽
三
重
野
保
▽
タ
カ
ミ

ヤ
エ
イ
ス
ケ
▽
日
髙
カ
ツ
子
▽
カ
マ
オ
ヤ

ス
コ
▽
松
井
克
興
▽
鷹
橋
美
惠
子
▽
内
藤

伸
治
▽
岡
村
健
児
▽
ノ
ム
ラ
カ
ズ
ヒ
ロ
▽

ナ
ガ
ト
モ
ノ
ブ
ヒ
ロ
▽
辻
口
喜
明
▽
長
友

春
代
▽
池
永
美
鈴
▽
坂
口
孝
子
▽
池
永
泰

子
▽
西
村
節
子
▽
青
柳
健
次
▽
新
名
暉
久

子
▽
福
井
孝
夫
▽
塚
本
多
賀
子
▽
髙
嶋
宏

一
▽
中
島
美
保
子
▽
瀬
口
真
委
子
▽
松
尾

泰
子
▽
齊
藤
滂
佳
・
行
子
▽
相
澤
顕
之
▽

眞
子
芳
美
▽
大
場
理
佳
子
▽
小
野
幸
雄
▽

吉
川
公
美
子
▽
岡
崎
君
代
▽
福
村
教
子
▽

小
松
茜
▽
石
川
正
樹
▽
河
口
美
奈
子
▽
盛

武
賢
▽
北
村
義
和
▽
宮
本
信
俊
▽
小
石
隆

尋
▽
岡
村
英
輔
▽
岩
本
文
夫
▽
本
村
可
奈

子
▽
弓
削
沙
也
香
▽
宇
都
宮
浩
行
▽
丸
山

由
美
▽
葊
元
結
衣
▽
村
上
仁
子
▽
末
松
賢

▽
山
﨑
陽
子
▽
山
口
真
知
子
▽
相
田
成
和

▽
東
原
稔
▽
大
城
啓
子
▽
谷
崎
敞
▽
金
井

康
年
▽
松
井
ゆ
み
こ
▽
井
開
伸
▽
寺
尾
恭

子
▽
太
田
好
昭
▽
坂
谷
康
則
▽
原
秀
年
▽

大
穂
堅
一
▽
清
水
正
子
▽
梅
谷
知
子
▽
瀧

川
す
み
▽
則
松
久
夫
▽
岡
村
道
夫
▽
佐
藤

二
男
▽
森
川
弘
樹
・
奈
津
子
▽
巨
勢
か
ず

枝
▽
榛
葉
弓
子
▽
佐
藤
正
年
▽
森
ノ
キ
▽

前
田
恵
美
▽
山
添
正
和
▽
早
田
ト
ミ
エ
▽

綿
井
宏
子
▽
堀
順
子
▽
山
本
慶
代
▽
菅
原

基
子
▽
大
場
吉
久
▽
鵜
川
奈
生
子
・
眞
理

子
・
万
友
美
▽
マ
イ
ケ
ル
ド
ー
ナ
ー
▽
國

土
理
恵
▽
大
空
裕
典
▽
飯
干
集
▽
薮
﨑
節

子
▽
日
高
正
俊
▽
中
山
幸
子
▽
東
平
学
▽

稲
吉
朝
子
▽
フ
ル
イ
ハ
ジ
メ
▽
ウ
ダ
ツ
イ

チ
ロ
ウ
▽
モ
リ
モ
ト
キ
ト
ミ
▽
シ
ノ
ハ
ラ

ト
シ
ヒ
サ
▽
カ
ワ
サ
キ
イ
ツ
コ
▽
ヒ
ダ
カ

カ
ズ
ミ
▽
ヒ
ダ
カ
ト
ヨ
コ
▽
オ
オ
カ
ワ
マ

ユ
ミ
▽
ヒ
ダ
コ
ウ
ス
ケ
▽
ク
ロ
キ
ヒ
ロ
ユ

キ
▽
キ
ソ
タ
ク
マ
▽
ナ
ガ
イ
シ
ズ
コ
▽
フ

ク
オ
カ
ヤ
ス
ヒ
ロ
▽
フ
ク
ダ
ハ
ナ
エ
▽
ハ

ラ
シ
ン
イ
チ
▽
ク
ワ
ハ
ラ
ミ
ツ
オ
▽
ヨ
コ

ヤ
マ
シ
ヨ
ウ
イ
チ
▽
ヤ
マ
ダ
モ
エ
ギ
▽
モ

リ
ベ
マ
サ
カ
▽
ワ
タ
ナ
ベ
ユ
ミ
コ
▽
サ
イ

タ
ナ
オ
キ
▽
シ
ミ
ズ
マ
サ
コ
▽
コ
ダ
マ
サ

チ
コ
▽
ナ
ガ
イ
エ
ツ
コ
▽
ユ
リ
ダ
テ
ル
ミ

▽
ウ
チ
ダ
ト
シ
ヒ
ロ
▽
ク
ロ
キ
タ
ケ
シ
▽

ヤ
マ
モ
ト
ヤ
ス
コ
▽
ヤ
ス
カ
ワ
コ
ウ
イ
チ

▽
北
山
由
紀
子
▽
山
田
美
幸
▽
江
上
ス
ミ

子
▽
成
瀬
俊
宏
▽
時
任
里
佳

【
団
体
】

▽
ま
る
き
屋
▽
加
藤
工
機
▽
ケ
ー
ズ
・
テ

ク
ニ
ー
ク
▽
増
田
工
務
店
▽
弓
場
水
工
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
吉
宝
▽
弥
生
郵
便
局
▽

山
重
郵
便
局
▽
魚
屋
▽
親
子
サ
ー
ク
ル
し

～
あ
～
ぷ
～
た
か
は
し
べ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
の
皆
様
▽
広
島
東
洋
カ
ー
プ
仙
台
東

鯉
ク
ラ
ブ
▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
久
留
米
店
渉

外
部
▽
福
岡
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ

入
力
課
▽
ス
ポ
ー
ツ
エ
イ
ド
▽
川
添
簡
易

郵
便
局
▽
山
下
製
餡
所
▽
山
形
県
立
米
沢

興
譲
館
高
校
生
徒
自
治
会
▽
靜
甲
㈱
・
同

労
働
組
合
・
同
土
曜
会
▽
イ
チ
ハ
ラ
シ 

イ

ヤ
ク
ヒ
ン
コ
▽
ユ
）
タ
ケ
シ
タ
ケ
ン
セ
ツ

▽
北
海
道
本
別
町
▽
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
▽
白
雲
堂
薬
局
▽
コ
ニ
タ
▽
㈱
黒

木
本
店
▽
コ
ユ
グ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
▽
㈱
ダ

イ
ワ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
㈱
高
鍋
衛
生
公

社
▽
高
鍋
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
▽
高
鍋

小
売
酒
販
組
合
▽
高
鍋
町
役
場
退
職
者
会

▽
ユ
）
ナ
カ
ム
ラ
ツ
リ
グ
▽
武
田
ポ
ン
プ

店
▽
ミ
ズ
マ
チ
オ
カ
ズ
ノ
ミ
セ
▽
う
か

ら
の
里
▽
セ
イ
ホ
ウ
シ
ヨ
ウ
ジ
（
カ
▽

カ
）
コ
ト
ヒ
キ
▽
高
鍋
西
区
野
球
少
年
団

▽
ア
リ
マ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
高
鍋
町

更
生
保
護
女
性
会
▽
宮
崎
銀
行
高
鍋
支
店

▽
高
鍋
金
融
団
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▽

江
坂
設
備
工
業
▽
宮
崎
県
行
政
書
士
会
▽

カ
）
ソ
ウ
ゴ
ウ
セ
ツ
ケ
イ
▽
桐
蔭
横
浜
大

学
▽
岩
切
設
計
▽
高
鍋
・
児
湯
・
西
都
サ
ー

フ
ィ
ン
連
盟
▽
カ
ラ
オ
ケ
マ
ン
ル
イ
▽
フ

ク
イ
ケ
ン
カ
ツ
ヤ
マ
シ
ギ
▽
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
お
き
ら
く
▽
㈱
井
上
商
店
▽
高
鍋

西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
▽
高
鍋
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
▽
カ
ク

イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ
▽
高
鍋
町
消
防
団
第

十
三
部
▽
蟻
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
内
田
医
院

▽
お
が
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
春
光
会
病
院
▽

大
森
内
科
医
院
▽
河
野
産
科
婦
人
科
▽
城

戸
医
院
▽
黒
木
内
科
医
院
▽
円
蔵
寺
護
持

会
▽
高
鍋
西
都
食
品
衛
生
協
会
▽
キ
ユ
ウ

シ
ユ
ウ
バ
ー
ゲ
ン
▽
高
鍋
町
自
衛
隊
父
兄

会
▽
カ
）
キ
ヨ
ウ
ド
ウ
ギ
ジ
▽
高
鍋
町
消

防
団
第
七
部
▽
桐
華
流
日
本
き
も
の
指
導

者
協
会
▽
高
鍋
西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
▽
高
鍋
西
中

職
員
▽
お
染
ヶ
岡
管
理
組
合
▽
後
藤
青
果

▽
し
ろ
は
と
工
房
▽
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
高
鍋
西
中
生
徒
会
▽
ヤ
マ
カ
ゲ
シ
ン
ド

ウ
カ
ミ
▽
サ
イ
タ
マ
ケ
ン
ワ
コ
ウ
シ
ス
ワ

▽
高
鍋
運
送
▽
高
鍋
町
農
業
委
員
会
互
助

会
▽
高
鍋
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
▽
地

域
婦
人
連
絡
協
議
会
▽
㈱
カ
ナ
ヤ
マ
▽
さ

つ
き
会
▽
フ
ジ
タ
道
路
㈱
▽
㈱
パ
ン
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
▽
京
親
会
▽
カ
ヤ

マ
カ
シ
テ
ン
▽
小
丸
川
土
地
改
良
区
役
職

員
一
同
▽
新
宮
町
議
会
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
合

唱
団
▽
フ
ラ
ウ
ェ
ン
コ
ー
ル
な
で
し
こ
▽

サ
ン
サ
ン
ク
ラ
ブ
コ
マ
キ
タ
▽
朝
倉
市
民

児
協
十
文
字
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
▽
高
鍋
西

小
職
員
▽
高
鍋
西
小
児
童
会
▽
永
田
書
道

教
室
▽
Ｔ
Ｖ
Ｃ
サ
ン
カ
▽
フ
ジ
セ
ツ
ビ
フ

ジ
タ
▽
あ
お
い
会
館
▽
学
研
ま
い
づ
る
教

室
▽
▽
高
鍋
東
中
生
徒
会
▽
高
鍋
電
化
セ

ン
タ
ー
▽
み
や
こ
ん
じ
ょ
▽
㈲
エ
ル
ワ
イ

ケ
イ
▽
ヨ
コ
ガ
ワ
デ
ン
キ
（
カ
▽
中
央
通

り
地
蔵
会
▽
高
野
病
院
▽
高
野
病
院
職
員

一
同
▽
高
鍋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
カ
ラ
オ
ケ
再
会
▽
二
本
松
簡
易
郵
便
局

▽
川
床
郵
便
局
▽
ニ
シ
メ
ラ
ソ
ン
ヤ
ク
バ

シ
ヨ
ク
イ
▽
サ
ン
ノ
ウ
ド
ウ
ロ
キ
コ
ウ
（
カ

▽
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
ピ
ア
オ
▽
ユ
）

ス
イ
カ
ン
ケ
イ
カ
ク
セ
ツ
ケ
イ
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ヤ
キ
ユ
ウ
▽
カ
）
シ
ミ
ズ

シ
ヨ
ウ
テ
ン
▽
ヨ
ネ
ザ
ワ
シ
ノ
ウ
ギ
ヨ
ウ

イ
イ
ン
▽
高
鍋
町
全
自
治
公
民
館
（
八
十
四

地
区
）

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
六
月

に
各
畜
産
農
家
へ
十
万
円
（
県
の
義
援

金
を
合
わ
せ
る
と
三
十
万
円
）
を
一
次

配
分
と
し
て
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
外
か
ら
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
に
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

６月３０日現在の義援金総額

２０,４５４,００４　円
４１２　件

※義援金の受け付けは、平成２３年３月
３１日まで行います。寄付金控除など詳
しくは、高鍋町ホームページに掲載して
おります。

◆お問い合わせ◆
政策推進課　財政経営係
（℡：２６－２０１８）
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特集　高鍋を襲った口蹄疫

負けるな高鍋！～心ひとつに～

　５月２４日、宮崎県立高鍋農業高校舞鶴牧
場の牛に口蹄疫の感染が確認され、全頭殺処
分となりました。
　高鍋農業高校は、平成１９年度宮崎県畜産
共進会（肉用種種牛の部）でグランドチャンピオンを受賞するなど実績のあ
る学校で、畜産科の生徒は寮生活をしながら、先輩から受け継いできた牛や
豚の世話をしていました。
　しかし、都農町での口蹄疫発生を受け、４月２８日から生徒の牧場への立
ち入り禁止、県内各地から来ている生徒の帰省禁止という措置が取られまし
た。舞鶴牧場での口蹄疫感染はこのような中で発生し、生徒たちは家族同様
に接してきた牛や豚に最後のお別れもできなかったのです。
　畜産科担任の一木剛先生は「処分の時、生徒やその先輩が一生懸命世話を
している姿が目に浮かび、涙が止まりませんでした。今は生徒のケアが一番
ですが、いずれまたあの牧場を復活させ、生徒たちの夢を叶えてやりたいと
思っています」と話しました。
　生徒会長で畜産科３年の松元武蔵さんは「牛たちがいないという実感がま
だわきませんが、処分の様子など先生が涙ながらに話してくださるのを聞く
と、いなくなったのかなあと思います。命を相手にする農家は大変ですが、
（愛情を）与えたら与えた分だけ返ってくるので、今回の経験をバネにして、

将来は畜産農家になりたいと思っています」
と力強く話しました。

　牛や豚の埋却の際に一緒に入れる千羽鶴
を複雑な思いで折り続けた生徒たち。その
生徒たちの思いを受け止めて優しく見守る
先生方…。
　高鍋農業高校が、もう一度元気な姿を見
せてくれる日を待っています。

宮崎県立高鍋農業高校でも口蹄疫が発生…県内外の獣医師の皆さんには
大変お世話になりました

　北海道の酪農学園大学獣医学部教授
で獣医師の永幡肇さんは、文部科学省か
らの支援要請を受けて今回の作業に参
加していただき、次のようなメッセージ
を寄せられました。

　「私は今回『①ワクチン接種家畜の殺
処分前の目視検査 ②殺処分への最終確
認』を業務として参加しました。この業
務に携わる中で、このたびの口蹄疫発生
に関し、肉牛農家のこれまでの生活や
牛と共に歩まれて来られた人生をお聞
かせいただく機会を得たことは貴重で
あったと思います。また獣医師の対応や
畜産現場に足を入れることの必要性も
痛感しました。今後の宮崎の復興・再起
を念じています。３年後には再び来町し
たいと思います」

※獣医師をはじめ、関係機関の皆さんに

　は、梅雨の時期の過酷な状況にもかか

　わらず、早期終息のため、殺処分・埋

　却などの作業に心身の疲労と闘いなが

　らも全力で携わっていただきました。

　心からお礼を申し上げます。
全国から高校へ届いた
多くの応援メッセージ

口
蹄
疫
発
生
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ
、
多
く
の
方
々
か
ら

あ
た
た
か
い
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
支
援
品
が
届
い
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

高鍋の「まち」を元気にしよう！

　口蹄疫発生により売上減などの影響を受けた

商工業者を応援するため、①口蹄疫緊急対策プ

レミアム付き商品券　②飲食業向け口蹄疫緊急

経済対策事業高鍋飲食手形 を発行します。

① 内　　 容 １,０００円の商品券１２枚つづりを

１０,０００円で販売

実施期間 ８月５日～１０月３１日

利用可能店舗 高鍋町内の中小店

販 売 店 おぐら高鍋店　赤ちゃん堂 

モンマートあおき　衣料の米田 

長谷川だんご　ビッグスポーツ平原

メガネの明視堂　高鍋商工会議所

② 内　　 容 １,０００円の飲食券３枚つづりを

２,５００円で販売

実施期間 ７月２１日～８月１０日

※詳細については、本日全戸配布のチラシをご覧ください。

◆お問い合わせ◆

高鍋商工会議所（℡：２２－１３３３）

　佐土原高校産業デザイン技術部の皆

さんが復興支援のためのステッカーデザ

インを作成してくれました。ステッカー・

バッジなど様々な使途が考えられます。

応援メッセージなど
（役場ロビー）

アイキ旗店
より

舞
鶴
牧
場
入
口



 安心できるもう１つの家庭があります

「放課後児童クラブ」
　放課後児童クラブ事業は、保護者が仕事などにより昼間家庭にいない小学校低学年

児童の育成指導と安全確保を目的に行っています。

　核家族化・少子化・共働き家庭の増加等によるニーズの高まりにより、高鍋町では、

平成２２年度は５つの団体に委託し、約１７０人の子どもが利用しています。

　今回は、町内で最初にできたなでしこ児童館放課後児童クラブを取材してきました。

　シリーズ　 子どもがにぎわうまちづくり ②

なでしこ児童館放課後児童クラブ紹介

「ただいま～！」
「先生、早く来て！あのね・・・」

　午後３時過ぎ、静かだったなでしこ児童館放課後児童クラブが元気な子どもたちの声

でいっぱいになる。子どもたちは、ランドセルを背負ったまま我が家に帰ってくるよう

に小学校からまっすぐ児童クラブへ帰ってくるのだ。そして、それぞれのロッカーに荷

物を置き、思い思いの行動に移る。お茶を飲み一息つく子、すぐに宿題を始める子、先

生に話を始める子、友達とおしゃべりをする子・・・子どもたちは、誰に気を使うでもな

くくつろいでいる様子だ。

　しばらくして先生が「おやつよ～！」と言うと、「ワー！！」とみんな寄って来て仲

良く座って食べている。食べ終わると、またそれぞれが好きなことをする。勉強や読書

に集中して取り組んだり、けり野球、クワガタの世話、一輪車、サッカー、鬼ごっこ・・・

と外で歓声を上げながら遊んでいる。先生に話を聞くと、男子はけり野球、女子は一輪

車乗りが人気だという。子どもたちがけり野球をしている広場は、地域の方のご好意に

より毎日貸していただいているそうだ。

　なでしこ児童館副館長の平原玲さんは、「ここは、ルールがある中でも自由で、子ど

もが子どもの姿で遊べる場所だと思います。そして、子どもたちは地域の皆さんにあた

たかく育ててもらっています」と話した。

　夏休みになると、お弁当を持って朝から児童クラブに通う子どもたち。子どもたちは

そのときを今から心待ちにしている様子だ。

★なでしこ児童クラブの利用者にお話を伺いました！ ★ 放課後児童クラブ ★
 ■活動時間
  ・授業のある日

 　 児童の下校時～午後６時３０分

  ・授業のない日	

     午前７時３０分～午後６時３０分

 ■利用料金
    月額　４, ０００円（８月のみ ５,０００円）

◆お問い合わせ◆
健康福祉課 子ども支援係　℡：26-2010

保護者
増田 智恵子さん
  　    （東平原）

高鍋西小３年

黒木 彩澄さん

    　  （持田）

　長男の時に児童クラブと出会い、現在は４人

目の子どもがお世話になっています。いろいろ

な遊びを教えてもらったり、たくさんの友達と

自由に遊べてわが子はみんな喜んで通いました。

子どもの放課後が安心できるので、親は安心し

て仕事ができます。

　毎日、宿題は児童クラブで済ませます。私は

外で遊ぶのが大好きで、虫つかまえ、鬼ごっこ、

一輪車乗りをよくします。２階でピアノを弾い

たり、ままごとをして遊ぶのも楽しいです。児

童クラブが３年生までで終わると思うとちょっ

と寂しいです。

－ 6 －

遊ぶ前に宿題…

けり野球にハマっています

なでしこ雑技団の団員たち♪

高鍋西小学校

放課後児童クラブ

石井記念にっしん保育園

なかよし児童クラブ　

高鍋幼稚園

ひまわり児童クラブ

高鍋東小学校

放課後児童クラブ

★高鍋町内のその他の放課後児童クラブ紹介★
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風
水
害
へ
の
備
え
、

　

で
き
て
い
ま
す
か
？

　

大
雨
や
台
風
は
、
天
気
予
報
な
ど
で
事
前
に
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
事
前
の
対
策
が
万
全
で
な
い
と
思
わ
ぬ
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、
私
た
ち
の
生
命
と
財
産
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
所
の
再
確
認
も
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

①
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

【
主
な
持
ち
出
し
品
】

　

携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
水
ま

た
は
お
茶
・
非
常
食
品
（
乾
パ
ン
・

缶
詰
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
ド
ロ
ッ
プ
な

ど
）・
タ
オ
ル
・
救
急
薬
品
・
紙
皿
・

紙
コ
ッ
プ
・
ス
プ
ー
ン
・
缶
切
り
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
軍
手
な
ど

②
避
難
場
所
の
確
認

　

高
鍋
町
内
に
は
、
二
十
カ
所
の
指

定
避
難
所
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
家
族
で
避
難
所
の
確
認
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

【
指
定
避
難
所
】

　

蚊
口
学
習
等
供
用
施
設
・
高
鍋
町

中
央
公
民
館
・
東
児
湯
消
防
組
合
・

高
鍋
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
高
鍋

町
防
災
セ
ン
タ
ー
・
高
鍋
西
小
学
校
・

高
鍋
西
中
学
校
・
高
鍋
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
・
高
鍋
東
小
学
校
・
高
鍋

東
中
学
校
・
高
鍋
町
体
育
館
・
高
鍋

町
美
術
館
・
高
鍋
町
健
康
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
・
め
い
り
ん
の
湯
・
高
鍋
町

持
田
地
区
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

宮
崎
県
立
農
業
大
学
校
・
高
鍋
高
等

学
校
・
鳴
海
ヶ
丘
会
館
・
高
鍋
農
業

高
等
学
校
・
高
鍋
町
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー

◎
大
雨
や
台
風
が
近
づ
い
た
ら

①
気
象
情
報
に
注
意
す
る
。

②
雨
戸
を
閉
め
る
。
な
い
場
合
は
飛

散
防
止
フ
イ
ル
ム
や
ガ
ム
テ
ー
プ

等
を
窓
に
張
っ
た
り
、
板
で
ふ
さ

ぐ
な
ど
の
保
護
を
す
る
。

③
断
水
に
備
え
て
浴
槽
に
水
を
張
る

な
ど
生
活
水
を
確
保
す
る
。

④
植
木
鉢
や
物
干
し
台
な
ど
飛
ば
さ

れ
そ
う
な
物
は
、
固
定
し
た
り
、

家
の
中
に
格
納
し
て
お
く
。

⑤
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
は
生

活
用
品
を
高
い
場
所
へ
移
す
。

防災情報配信システム・ＳＯＳネットワーク
� 登録者募集！　高鍋町ホームページから、防災情報配信システム・
ＳＯＳネットワークに登録できます。
パソコン版： http://www.town.takanabe.miyazaki.jp/
　　　　　　（トップ→防災情報→情報配信システム）
携　帯　版：http://www.town.takanabe.miyazaki.jp/
　　　　　　mobile/index.html　　
　　　　　　（トップ→防災情報→情報配信システム）

※この欄は広告です。お問い合わせは、広告主へ。
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◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
全
国
行
政
相
談
委
員

　
　
　

連
合
協
議
会
長
賞
」
受
賞

　
　

小
澤　

浩　

様

◎
不
動
の
精
神
力
で
見
事
八
段

　
　

日
本
国
内
で
も
最
難
関
試
験
と

さ
れ
る
剣
道
八
段
審
査
に
、
高
鍋
町

在
住
の
長
友
泰
範
さ
ん
が
合
格
し
ま

し
た
。
七
段
合
格
か
ら
十
年
の
修
行

を
必
要
と
す
る
こ
の
審
査
は
、
単
に

勝
つ
力
だ
け
で
は
な
く
、
剣
士
の
品

位
・
風
格
・
美
し
さ
な
ど
の
立
ち
居

振
る
舞
い
を
含
め
た
総
合
的
な
力
が

審
査
対
象
と
な
る
そ
う
で
す
。

まちの話題

「今 後 は『交 剣 知 愛』の 
精神を伝えていきたい」と
話す長友さん

高鍋海水浴場
まもなくオープン！

【開設期間】

７月２１日（水）～　
　　　　　　　８月２９日（日）

海
水
浴
の
様
子 

（
米
沢
市
・
高
鍋
町
少
年

少
女
交
流
事
業
）






